
                                

  

 

 

 

  

 ３学期はいよいよ、６年生からリーダーとしての役割を引き継いでいく時期です。特に、卒業を祝う

会や卒業式に向けては、５年生が在校生のリーダーとなり、学校全体を動かすことになります。一人一

人が自分のため、クラスのため、そして学校全体のために挑戦し、最高学年に向けて大きな自信をもつ

ことができる３学期になるよう、一緒にがんばっていきます。今学期もよろしくお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～新年のちかい紹介～ 

苦手なことにも挑戦し得意になる。もうすぐ６年生なので責任感をしっかりもって活動する。  A.Rさん 

学校を休まないように規則正しい生活をして、体調に気を付ける。             U.Mさん 

最高学年として全校のみんなをまとめられるようがんばる。苦手なことでも自分から挑戦する。O.A さん 

早寝早起き、朝食をしっかり食べる。                                                    Ｏ.Tさん 

毎日ストレッチをしてけがをしない体を作る。毎日学校から帰ったらすぶりをする。          K.Mさん 

上級生として、下級生の手本になる行動をする。                                          S.Kさん 

毎日元気に過ごしてけがをせず、元気に過ごせる１年にしたい。                            S.Rさん 

言われたことはすぐにやる。忘れ物をしない。早寝早起きをする。                          T.Tさん 

得意な算数で通知表のＡをとれるようにする。                                            T.Mさん 

一日一回家の手伝いをする。コロナにかからないように手洗い、うがい、消毒を忘れずする。  Ｎ.Ｋさん 

早寝早起きをする。姿勢を正す。進んでお手伝いをする。                                  H.Hさん 

低学年や中学年に優しく接してあげたい。見通しと責任感をもって行動できるようがんばる。  Ｈ.Yさん 

けがをしないように自分の行動に気を付けて過ごす。                   M.Ｔさん 

人助けをする。苦手な科目に挑戦する。                       Y.Kさん 

漢字を練習してテストで１００点をとる。                      Y.Mさん 

今年は最高学年に向けた思いの感じられるちかいが多くありました。新年のちかいに込めた思いが達

成され、よりよい１年になるとよいです。 
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始業式の後、書初大会がありました。今年は体育館に３～６年生が集まり、より高い緊張感の中で書

初を行いました。冬休みの練習の成果を発揮しようと、課題である「初日の海」に真剣に向き合い書く

姿が見られました。一字一字、手本を確かめながら丁寧に書く様子から、よりよい作品に仕上げたいと

いう思いが感じられました。完成した作品を見ると、それぞれが自分の伸ばしたいところをしっかり練

習してきたことが分かりました。ご家庭での子供たちへの励まし、ありがとうございます。 

作品は３階ワークスペースに展示してありますので、１月１５日（土）の学習参観の際にぜひご覧く

ださい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬休み中、子供たちがいない教室は静かでさみしいものでした。しかし、係の掲示板は子供たちの残

したエネルギーであふれていました。２学期終業式の日、ほとんどの係の子供たちが新年バージョンの

楽しい活動を予告するメッセージを残し、冬休みに入りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 予告通り、３学期初日にはうらない係による「お

みくじ」がありました。大吉を引いた子供たちは

とてもうれしそうな様子でした。うらない係の子

供たちは、２学期末から自分たちで材料を準備し、

手作りでおみくじを作成していました。新年らし

い活動を前もって考え、新学期初日から実行して

いこうとする姿に感心しました。 

今後も係活動ではクラスのために、５年生とし

ては学校のために、どのような活動を考え、実行していくのか楽しみです。 

〈書初大会審査結果〉 

金賞：S.Kさん H.Yさん 銀賞：T.Tさん O.Aさん でした。おめでとうございます。 


